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目的 
 

ＡＶＧ閉塞の主原因の一つに流出路の狭窄
がある。この狭窄状況を把握するため、当ク
リニックでは以前から動的静脈圧（dynamic 
venous pressure : ＤＶＰ）測定を行っていた
が、日本透析医学会では静的静脈圧測定
（static venous pressure : ＳＶＰ）を推奨して
いる。当院ではＤＶＰ、ＳＶＰ双方を測定、ＡＶ
Ｇ管理の一指標として有効活用している。こ
の両者の特徴や測定方法など当院のＡＶＧ
患者の管理について症例を交えて検討した。 



ＡＶＧ狭窄症例 



  ＪＳＤＴのＶａｓｃｕｌａｒ Ａｃｃｅｓｓガイドライン（Ｖ
Ａガイドライン）ではＳＶＰを測定することを推
奨している。 

 「原理的に述べると透析を開始して回路内が血液に置き換
わった時点で血液ポンプを停止する。その際に静脈チャン
バーとダイアライザーの間をクランプする。クランプ３０秒後
に安定した静脈圧を静的静脈圧として記録する」 

２０１１年 ＪＳＤＴガイドラインより抜粋 

  ガイドラインでは原理的なことを示している
が、実際に行うとすると様々な疑問、問題点
が出てくる。 

 



ＶＡガイドラインに沿って行った 

実際的なＳＶＰ測定 

日機装社製ＤＣＳ－２７、回路NK－Ｄ０35P 

 





以上が、ＪＳＤＴ推奨の方法での測定方法である。 

操作が煩雑で穿刺時の繁忙期と重なるため、毎回の
ルーチンワークとして行うには難しい。 

 

穿刺針と同じ高
さに合わせる 



当院での簡易的測定法 

約６０ｃｍ 

ベッドの高さはそのまま 

測定タイミング 

終了３０分前 （任意で可） 

透析：「停止」に入れる 

Ｖチャンバー、ダイアライザー
間のクランプ：なし 

DVP：QB２００ｍｌ／ｍｉｎ （約

３０－６０秒）圧が平衡に達した
時の圧 

SVP：ＱＢ：０ｍｌ／ｍｉｎ （約１５

－３０秒）圧が平衡に達した時
の圧 

 

 

 

 

６０ｃｍＨ２０≒４４ｍｍＨｇを測定値に加算した値が真の値となる。 



各方法での測定値の相関 

簡易測定法 

（ｍｍＨｇ） 
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グラフ１．DVP相関グラフ 

簡易測定法 ｍｍＨｇ 
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Ｒ＝０．９９８３ 

グラフ２．ＳＤＰ相関グラフ 
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症例報告① 
７８Ｙ 女性 

 原疾患：巣状糸球体硬化症 

２００４／１／２１ 内シャント造
設。後、閉塞し、２００９／０
８／３０、現在の人工血管
内ｼｬﾝﾄ造設（ソラテックとゴ
アテックスのコンポジットグ
ラフト） 

２０１１年ステント挿入 

以降定期的にシャントエコー 

血管造影（ＡＧ）によりフォロー、 

以後４回、 

２０１１／４／２４ 

２０１１／１１．２４  

２０１２／８／８ 

２０１２／１１／０９ 

ＰＴＡ施行  
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２０１３／１／１０ ＡＧ施行 ２０１２／１０／１６ＡＧ施行 



結語 

ＪＳＤＴ推奨の方法では手技が煩雑となること、
測定時期が繁忙時で導入が難しいと思われ
るが、簡易測定法では測定時期を任意で定
められ、手技も簡単である。 

簡易測定法での測定値でも十分にＡＶＧ管理
の指標となりうる。 

DVP、SVP共にＡＶＧ管理の指標として有用
である。 

 


